
（様式1）          研究事業評価調書（平成30年度）     平成30年12月15日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成３１年度～３４年度 評価区分 事前評価 

受精卵移植の受胎率を改善できる技術の開発 研究テーマ名 

（副題） （受精卵移植の受胎率に影響を及ぼす3要素について、それぞれ改善技術を開発する） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター・大家畜研究室 山崎邦隆 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画チャレンジ2020 

戦略８ 元気で豊かな農林水産業を育てる 

   ３．農林業の収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 

    ① 品目別戦略の再構築 

新ながさき農林業・農山村活性化
計画 

基本目標Ⅰ収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 

Ⅰ－１ 品目別戦略の再構築 
 ⑦畜産クラスターの取組による日本一の肉用牛産地づくり 
 ⑧人・牛・飼料の視点での酪農経営の基盤強化 

１ 研究の概要 

研究内容(100文字)受精卵移植の受胎率に影響を及ぼす3要素について、それぞれ改善技術を開発し、これま

での受精卵の採取に関する研究成果と合わせて、「受精卵の採取・活用」に関する一定の技術活用基盤を整える。 

研究項目 

① 受卵牛の飼養改善技術の検討 

② 受精卵の品質改善技術の検討 
③ 深部注入器の単回使用使い捨て（ディスポーザブル）型化の検討 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

受精卵移植（ET）技術は、優れた雌牛（供卵牛）から複数採取した受精卵を他の雌牛に移植することで、優

秀な子牛を効率的に生産できる有用な技術である。長崎県における肉用牛生産は、農業品目別産出額1位の

基幹作目であり、ET 技術活用による牛群改良・種雄牛造成や、子牛生産が普及している。県内の体内受精卵

移植頭数は近年増加傾向にあり、600 頭前後となっているが、黒毛和種繁殖牛（18 ヵ月以上）約25,000 頭、乳

牛経産牛約6,000頭の飼養規模から、技術活用の余地は大きい。 

更なる技術活用促進のため、H25～27 経常研究にて本県独自の簡易な採卵プログラムを開発し、H28～30

経常研究において採卵成績を高度安定化させる技術の開発について研究を進めてきており、良質な受精卵

の安定的な確保については、成果に基づく一定の基盤が整いつつある。 

一方で ET による受胎率は約 40％前後で推移しており、約 20 年間にわたって大きな改善はみられていな

い。人工授精（AI）を含め、受胎率の改善は解決すべき課題として認識されており、AI に比べ ET の受胎率が

低いことが、県内での受精卵の活用を限定的なものにしている主要な原因のひとつと考えられる。 

このため受精卵の安定確保に加え、確保した受精卵により高い受胎率が得られる技術の開発が望まれて

おり、本県ET技術の全体的なレベルアップが期待される。 

 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

これまで受胎率の改善については、様々な検討がなされているが、広域に普及が進んでいる成果は得ら

れていない。今回検討を予定しているＥＴ・ＡＩで高受胎率となる条件が違うことの「みえる化」、および高受胎率

となる目標値への補正による受胎率改善の検討は、これまでに報告はない。またキウイフルーツ給与による

高い受胎能を有する受精卵採取の可能性は、本県独自の経常研究から見出されたものであり、改良を予定

する深部注入器は、本県が開発・特許を有するものであるため、他機関での検討は難しい。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 

活動指

標 
 

H 
31 

H 
32 

H 
33 

H 
34 

単位 

目標 30 30 30 30 
 ① 受卵牛の飼養改善技術の検討 頭数 

実績     
頭 

目標 30 30 30 30 
 ② 受精卵の品質改善技術の検討 個数 

実績     
個 

目標    1 
③ 

深部注入器のディスポーザブル型
化の検討 

式数 
実績     

式 



１） 参加研究機関等の役割分担 

   なんこう ET 研究会（受精卵の採取および受卵牛の採血に関する調査協力、注入器作成に関する協議、採取した受精

卵の受胎率および受胎後の追跡調査等に関する調査協力） 

   ながさき県酪農業協同組合（注入器作成に関する協議、採取した受精卵の受胎率および受胎後の追跡調査等に関す

る調査協力） 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算 63,984 31,984 32,000  24,000 8,000
31年度 15,996 7,996 8,000  6,000 2,000
32年度 15,996 7,996 8,000  6,000 2,000
33年度 15,996 7,996 8,000  6,000 2,000
34年度 15,996 7,996 8,000  6,000 2,000

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は職員人件費の見積額 

（研究開発の途中で見直した事項） 
 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績

Ｈ

31

Ｈ

32

H

33
H
34

得られる成果の補足説明等 

① 
ＥＴ・ＡＩが高受胎率となる飼養条件を

「みえる化」と調整技術 
１技術     ○  

② 受胎能の高い受精卵の採取技術 １技術     ○  

ディスポーザブル型深部注入器の

作成 
1式     ○  

③ 

受精卵移植活用マニュアルの作成 １式     ○ 受胎率：10％以上向上 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

これまで受胎率の改善については、様々な検討がなされているが、広域で活用が進む技術は存在しない。３

つの研究項目は、これまで他機関での取り組みはなく、新規性は高い。それぞれの検討内容については、すで

に現在の経常研究、所長FSの検討で予備的なデータを得ており、一定の見通しを立てている。 

 

２）成果の普及 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

 当部門飼養牛だけでなく、県内民間団体（なんこうＥＴ研究会・ながさき県酪農業協同組合）・受精卵移植師 

と連携し、農家飼養牛でのデータを蓄積しながら研究開発を行うため、研究開発後、普及の流れではなく、共

同して研究開発を行い、同時に普及もできる。 

受胎率改善法をマニュアル化することにより、県内採卵機関や獣医師、さらにこれまで技術の活用を躊躇

していた農家に普及を図ることで、ＥＴ技術および採卵頭数の拡大が期待できる。 

肉用牛繁殖農家は、採取される正常卵の増加による子牛生産や酪農家等への受精卵販売により新たな所

得が期待され、また高能力牛の増産と母牛群の改良のスピードアップが期待できる。 

酪農家は交雑種生産から高価格で販売できる黒毛和種生産への転換により所得向上が期待できる。 

 

●経済効果 

  現在、県内採卵組織での移植可能受精卵採取数（年間）は約1,000個である。受胎率が10％改善されると、

 生産頭数は、1,000×10％＝100頭増加する。よって市場平均子牛価格75万円×100頭＝7,500万円の効果 

 が見込まれる。（ＥＴ産子は優秀な血統を持ち、平均価格以上で取引されることが多いため更なる＋α効果 

がある。）技術の普及により、移植可能受精卵採取数が増加すると、効果が増大できる。 

 

 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

 



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（平成30年度） 

評価結果  

(総合評価段階 ：  Ｓ ) 

 

・必 要 性 ：  Ｓ 

 受精卵移植技術は、農家の所得向上や牛群の改良

に有用な技術であり、全国的に長期にわたって停滞し

ている受胎率を改善できる技術の開発は、必要性は

非常に高い。この技術開発は、県内での受精卵移植

活用拡大に直結し、畜産県として今後発展を継続する

ための原動力となる。 

 

・効 率 性 ：  Ｓ 

今回の研究は、３つの方向性から検討を行うが、そ

れぞれの検討内容については、すでに現在の経常研

究、所長 FS および競争的資金研究助成の中で予備

的なデータを得ている。また当部門飼養牛だけでな

く、県内民間団体（なんこうＥＴ研究会・ながさき県酪農

業協同組合）・受精卵移植師と連携し、農家飼養牛で

のデータを蓄積しながら研究開発を行うため、研究開

発後、普及の流れではなく、共同して研究開発を行

い、同時に普及もできる。 

 

・有 効 性 ：  Ｓ 

 県内農家飼養牛でのデータの蓄積および受精卵移

植師との連携・意見交換をしながら研究開発を行うた

め、良好な成果が得られれば、多様な条件に対する

技術の適用性は高い。 

 

・総合評価 ：  Ｓ 

平成２５～３０年度の経常研究により、「受精卵の採

取」に関しては、一定の改善技術成果を報告できる見

込みである。今回の研究により「受精卵の活用」に関

する研究成果が得られれば、受精卵移植技術に関す

る一定の改善技術基盤が整うことになる。県内ＥＴ技

術の レベルアップにより、酪農家を含めた農家の新

規技術活用と生産子牛増加による所得向上が見込

まれ、県内牛群の改良も促進される。 

   

（平成30年度） 

評価結果 

(総合評価段階 ：  Ｓ ) 

 

・必 要 性 ：  Ｓ 

受精卵移植技術は県の肉用牛生産を支える技術で

あるが、受胎率が約 20 年間にわたって改善されてい

ない。受胎率向上を期待する現場のニーズに応える

本技術開発の必要性は非常に高い。 

 

 

 

・効 率 性 ：  Ｓ 

研究の目標が明確であり、効率的な採卵プログラ

ムや採卵成績を高度安定化させる技術というこれまで

の成果を踏まえて受胎率の向上に取り組む計画であ

り、他機関との連携もなされており、効率性は非常に

高い。 

 

 

 

 

 

・有 効 性 ：  Ｓ 

県内の受精卵移植頭数は近年増加傾向にあり、飼

養規模から当該技術活用の余地は大きく、また、県内

民間団体や受精卵移植師と連携して研究を推進する

ことから、有効性は非常に高い。 

 

・総合評価 ：  Ｓ 

受胎率向上を目指す研究の必要性は非常に高く、

また、これまでの独自の研究成果を踏まえて実施され

る計画であることから、効率性も非常に高い。さらに、

県内の関係団体や受精卵移植師と連携して研究を推

進する計画であり、県内受精卵移植技術のレベルアッ

プで酪農家の所得向上が見込まれ、強い産地作りに

貢献できる研究である。 

 

 対応 対応： 

県内関係機関および受精卵移植師等と協力して研究

を行い、研究と同時に普及も進める意識を持って効率

的に開発を進める。 

 

 

 

途 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 



 

中 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 


